
 今求められているユーザー目線のサービス設計 

～多様な課題に対応するサービスデザイン思考～ 
近年、デジタル技術の発展により、区民からの行政サービスへの期待水準が年々高度化・

多様化しています。そのため、より区民のニーズに沿った行政サービスが必要となっていま

す。サービスデザイン思考とは、サービスを利用するユーザー（区民）やサービスを提供する

行政職員の視点に立って、求めるニーズや価値を考え、ユーザーの満足を得られるようなサ

ービスを展開するという考え方です。 

 本研修では、行政サービスにおけるサービスデザイン思考について考察し、よりニーズに沿

った行政サービスの検討方法や事例についてお話していただきます。 
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デザイン組織化支援に従事。武蔵野美術大学ソーシャルクリエイティブ研究所客員研究
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デザイン思考』（MdN、2021 年）がある。 

日時 

場所 

令和６年２月１９日（月） 

対象 管理職及び係長級職員。ただし、受講を希望する主任も可。 

申込は各区・事務組合研修担当まで。 

特別区職員研修所 ５階 
（千代田区九段北 1-1-4 東京区政会館別館） 

申込 

１４:３０～１６:３０ 
 

特別区職員研修所 
令和５年度自治体経営研修「政策形成能力（第２回）」 

問い合わせ先：特別区職員研修所 管理課企画研修係 ☎03-6261-1561 


